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ロナウイルス災禍は、2020 年 1 月 20 日に横浜港を出港したクルーズ船ダイ
ヤモンド・プリンセス（DP）号の香港下船の 80 代男性から新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）感染が確認され（2 月 1 日）、その後、2 月 3 日に横浜
港に帰港した DP 号全船員・乗客の検疫実施から始まった。 
 
松江キャンパス所在地・松江市においても、4 月 9 日に 1 例目患者が発表



















最大の課題は春学期の授業をどうするかであった。4 月 7 日の授業開始予
定日は 2 週間延期し、県内外から来松する学生の健康観察期間の設定と授業
方法対策期間にすることにした。この間に、今回、起死回生の一打となった
のは Microsoft Teams 利用を短期間のうちに実現できたことである。本学の





























2 月 5 日 夏の CWU 研修を中止。 
2 月 12 日 3 月予定のラオス研修を中止。 
2 月 27 日 卒業記念パーティーを自粛するように大学本部から要請。 
2 月 28 日 学外に開放している児童図書館「おはなしレストランライブラリ
―」を 3 月 2 日～3 月 31 日まで休館。 
3 月 2 日 全学コロナ対応が話し合われ、松江キャンパスは、卒業式につい
ては新短大部として初となることや地元の学生が多いことから工夫して行
い、入学式については実施の方向で検討。 




 ４月 21 日に授業開始となるまでの 20 日間は、連日コロナ対応に追われ、































4 月 1 日（水） Office365 の環境が学内に整備されていることから Teams を
使った遠隔授業の方針が定まる。その他フィールドワークを伴う授業のバ
ス利用・宿泊の中止などについて協議。 
4 月 2 日(木) 松江キャンパスは 4 月 14 日授業開始に決定（後に 4 月 21 日
開始に変更）。 






４月 10 日(金) 松江キャンパスは 4 月 14 日からオリエンテーション・履修
登録開始、21 日から遠隔授業開始、5 月 11 日から一部対面授業開始に決
定。遠隔授業プロジェクトチーム主催で、Teams の講習会を松江キャンパ
ス全教員を対象に実施。 
４月 12 日（日） 学生のアルバイト状況等について協議。 
４月 13 日（月） オリエンテーションの進め方、学生の夜のアルバイトの自
粛、体調管理等について協議。 





４月 21 日（火） Teams による遠隔授業を一斉に始める。 
 
３）令和２年５月以降 











５月 23 日（金） 非常勤講師対応について（遠隔授業依頼） 
５月 22 日（金） 教務日程/時間割について 
５月 27 日（水） クラブ・サークル活動・学食の再開について 
５月２日（火）  対面授業の実施について（教室準備等） 
６月 10 日（水） 一部対面授業再開（6/15～）について 
７月 １日（水） サークル活動・アルバイト等について 
９月 ２日（水） 秋学期の方針について 
９月 29 日（火） アドミッション業務における対応について 
12 月 16 日（水） 年末年始の寮運営について 
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学内及び寮内の Wifi 環境強化等） 
 ・遠隔授業に対応するため、希望者にポケット Wifi 貸与 
 ・遠隔授業のための消耗品代として、全学生に１万円給付 








置・浴室改修 ※浴室改修工事は R３年度着手予定） 
 
授業実施に際しては４月に緊急事態宣言が発令されたことから、春学期は
４月 20 日（月）まで休講、4 月 21 日（火）から遠隔授業を開始した。教務
学生課では非常勤講師の遠隔授業支援として、科目ごとのチーム作成及び講
義資料の配信等のサポートを行なった。また、当初 5 月 11 日（月）から対面
授業を再開する予定が、感染拡大状況により遠隔授業期間が延長された際
は、非常勤講師への連絡・調整及び、6 月 15 日から再開する対面授業の希望
調査・時間割編成・学生の待機場所確保等を行なった。 
 秋学期も引き続き遠隔授業を中心に実施し、年末年始の帰省明けである 1



























（保育学科及び総合文化学科 1 年春学期選択 2 単位 67 名履修） 
科目②「心理学」 
（保育教育学科及び地域文化学科 1 年秋学期選択 2 単位 86 名履修） 
科目③「教育心理学」 
（保育学科 2 年春学期選択必修 2 単位 42 名履修） 
科目④「保育情報活用法Ⅰ及びⅡ」 
（保育学科 1 年春・秋学期選択必修 2 単位 41 名履修） 
科目⑤「情報機器の操作Ⅰ及びⅡ」 
（保育教育学科 1 年春・秋学期選択必修 2 単位 41 名履修） 
科目⑥「人と地域の調査法」 
（地域文化学科 2 年春学期選択 2 単位 26 名履修） 
 
































































（保育学科 1 年春学期必修 2 単位 41 名履修） 
 

























そこで、健康スポーツの第 1 回目と 2 回目は、
家から外出するように指示を出し、運動の習慣化を図るためにウオーキングを
授業内容とする「歩いて、歩いて、写真を写そう」を次のように設定した。 












































































































 本授業では、起床時、移動～授業前、授業中、授業後～帰宅後という 4 段階
の詳細なチェックリストを作成し、体育館アリーナに入る前に記入、提出させ


































































1. 学生が自宅で動画撮影  
2. 学生が動画と作品解釈を Forms にて提出  
3. 教員が Stream に動画をアップロード  
【授業当日】  
1. Teams によるリアルタイムオンライン授業  
2. 学生が授業チーム内のチャネルへ移動（6
〜7 人の小グループをチャネルに分けた）  
3. 学生は Stream へ移動し、動画を視聴  
（図 1）  
4. 学生が Forms に感想を書く（図 1）  
5. チャネルの音声通話を用いたグループ協議  
6. グループ協議の発表  
7. 教員コメント  
 























（保育学科 2 年通年選択 1 単位履修者 42 名） 
科目②「教育実習」 
（保育学科 2 年通年選択 4 単位履修者 42 名） 
 






















 実習期間の変更が落ち着いた 5 月中旬頃、本格的に科目①の授業を開始し
た。授業は、事前指導 7 回（前半 4 回を遠隔、後半 3 回を対面）実習終了後


















































（保育学科 1 年春学期必修 2 単位 41 名履修）  
科目②「保育者論」  
（保育学科 1 年春学期必修 2 単位 41 名履修） 
   科目③「教育保育課程論」  
（保育学科 2 年春学期必修 2 単位 42 名履修）  
 科目④「教育方法論」  
（保育学科 1 年秋学期選択 1 単位 41 名履修） 
 科目⑤「保育内容総論Ⅱ」  
（保育学科 2 年秋学期選択 1 単位 43 名履修）  
 
渡 辺 一 弘  
  







 ②それと同時に Teams のファイルに同じ物を入れて置く。 
 ③Teams で出席を取った後、テキストを熟読する時間を取り、その後、投稿
欄で資料についての説明を行い、問いや質問の受け答えをする。 





















 ②それと同時に Teams のファイルに同じ物を入れて置く。 
 ③Teams で出席を取った後、会議を開催し、テキストを熟読する時間を取り、
その後、音声機能を用いて説明を行い、問いや質問の受け答えをする。 











 来年度の遠隔授業の課題は、主に以下の 3 点である。 
 ①筆者の Teams 運用能力の向上 
 ②学生との事前の授業に関する共通理解 
 ③グループ学習等の工夫 














令和 2 年度保育学科卒業研究発表会（科目「卒業研究」） 
（保育学科、2 年、通年、必修、2 単位、43 名履修） 
 





























なった。抄録についてのスケジュールは 1 月 12 日（火）を締切とし、翌日の
20 
 
13 日（水）に学生たちによる卒研編集委員会（各研究室から 2 名程度）のメ
ンバーで校正作業が行われた。修正などもあったことから 14 日（木）に最終





























































































































































































（総合文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 34 名履修） 
科目②「観光フィールド・トリップ」 







































































（総合文化学科２年秋学期選択２単位 29 名履修） 
科目②「総合文化基礎ゼミナール」（総合文化学科１年春学期必修 












































































（短期大学部 1 年春学期選択 2 単位 39 名履修） 
科目②「文学と文化Ⅱ（日本近代文学 B）」 
（総合文化学科 2 年春学期選択 2 単位 31 名履修） 
 
山 根 繁 樹 
 
1．各科目の概要 
 今回報告する 2 科目について、その概要を述べておく。科目①は、短期大
学部の基礎科目で、日本文学の諸ジャンルから作品を取り上げ、「文学」を概
説する授業である。科目②は、2 年生の選択科目で、長編小説を章ごとに講





































は、9 章中 4 章目が終わった段階で質問に答えた、投稿欄の一部である。 
 
図 1：Teams 投稿欄で学生からの質問に答えた例 























使って復習できる点をあげた者が 18 名いた。また、Forms で自分の質問・意























（総合文化学科 1 年春学期選択 2 単位 43 名履修） 
科目②「日本の言語と文化Ⅱ」 
（総合文化学科 1 年秋学期選択 2 単位 25 名履修） 
科目③「日本語学概論Ⅱ」 
（地域文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 62 名履修） 
 



















































で正確に説明する必要がある。加えて、動画を Stream から Teams へ、コメン
















科目①「総合文化ゼミナール I」  
（総合文化学科 2 学年春学期必修 2 単位 6 人履修） 
科目②「日本文化論 I（表象文化）」 
（総合文化学科 1 学年秋学期選択 2 単位 32 人履修） 
 













































































指針(令和  2(2020)年度版)』著作物の教育利用に関する関係者フォーラム、  
2020 年 4 月 16 日  https://forum.sartras.or.jp/wp-
content/uploads/unyoshishin2020.pdf  （2021 年 2 月 20 日最終閲覧） 
注２）無署名「図書館向けデジタル化資料送信サービス」国立国会図書館、公開
年月日不明 https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/index.html 




























（地域文化学科・保育教育学科 1 年春学期選択 2 単位 40 名履修） 
科目②「知的障害児の心理」 
（保育教育学科 2 年春学期選択 2 単位 29 名履修） 
科目③「特別支援教育アセスメント」 
（保育教育学科 2 年春学期選択 2 単位 6 名履修） 
科目④「視覚障害児教育総論」 
（保育教育学科 2 年秋学期選択 2 単位 38 名履修） 
科目⑤「重複・LD・ADHD 等の心理・生理・病理」 
（保育教育学科 2 年秋学期選択 2 単位 39 名履修） 
科目⑥「発達障害児教育総論」 
（保育教育学科 3 年秋学期選択 2 単位 27 名履修） 
 

































































（保育教育学科 1 年春学期必修 1 単位 41 名履修） 
科目②「健康スポーツⅠ」 
（地域文化学科 1 年春学期選択 1 単位 46 名履修） 
科目③「健康スポーツⅡ」 
（保育教育学科２年春学期選択 1 単位 33 名履修） 
科目④「健康スポーツ概論」 
（保育教育学科 1 年秋学期必修 1 単位 41 名履修） 
（地域文化学科 1 年秋学期選択 1 単位 61 名履修） 
（保育学科 1 年秋学期必修 1 単位 41 名履修） 
（総合文化学科 1 年秋学期選択 1 単位 25 名履修） 
科目⑤「健康スポーツⅡ」 
（地域文化学科 1 年秋学期選択 1 単位 11 名履修） 
科目⑥「体育」 
（保育教育学科１年秋学期必修 1 単位 41 名履修） 
科目⑦「保育内容 健康」 
（保育教育学科３年秋学期選択２単位 34 名履修） 
 
岸 本  強 
 
1．実技科目「Web 授業は可能か、、」の悩み  


































認が、コメントと URL 記載の記録票のみになるのは遠隔授業の難点である。） 
 
３．面接（対面）授業との併用 

































































































（保育教育学科 3 年春学期選択 2 単位 20 名履修） 
科目②「保育内容 環境」 
（保育教育学科 3 年春学期選択 2 単位 34 名履修） 
科目③「小学理科」 
（保育教育学科 3 年秋学期選択 2 単位 10 名履修） 
科目④「環境の科学」 
（人間文化学部 2 年秋学期教養選択 2 単位 37 名履修） 
科目⑥「生活」 
（保育教育学科 2 年秋学期選択 2 単位 17 名履修） 
 






Teams の活用が功を奏するとは思いもしなかった。Teams は，Zoom 等のオン
ライン授業機能だけでなく，学修支援システムが含まれていることが特徴で
















































に ICT を活用した教育が加速する中，さらに ICT 等を有効に活用しながら，
新しい学びのあり方を創造していきたいものである。 
図 1 草花遊びの発表資料の一部 







（保育教育学科、1 学年、春学期、必修、２単位、41 名） 
科目②「教育原理」 









か」と問いただされるだけでは済まないだろう。しかしながら、2020 年 3 月
5 日から筆者はロンドンへ飛び、1 週間の期間、情報収集、研究者との意見交
換、現地高等教育機関への調査を行った。 













1) Teams という厄介なもの 
















































（保育教育学科２年春学期選択２単位 17 名履修） 
科目②「初等国語科授業研究」 
（保育教育学科３年春学期選択２単位 19 名履修） 
 





















































して、2020 年 8 月 17 日から 10 月 31 日の期間に本学松江キャンパス図書館




























































（保育教育学科 2 年春学期選択 2 単位 39 名履修） 
 





















表 1 対面授業で実施した授業内容 
日 時 テーマ 内 容 




























































（保育教育学科 2 年春学期選択 1 単位 21 名履修） 
 









































M.H 絵具で塗る時と違って、ふわっとした味が出てとてもきれいな作品になりました。  































（保育教育学科 2 年春学期選択 2 単位 27 名履修） 
（保育学科 2 年春学期必修 2 単位 42 名履修） 
科目②「保育実習Ⅰ（施設）指導」 
（保育教育学科 2 年春学期選択 1 単位 27 名履修） 
科目③「社会的養護Ⅰ」 
（保育教育学科１年秋学期必修 2 単位 42 名履修） 
科目④「社会的養護Ⅱ」 
（保育学科 2 年秋学期必修 1 単位 43 名履修） 
科目⑤「子ども家庭福祉」 
（保育教育学科 2 年秋学期必修 2 単位 42 名履修） 
科目⑥「卒業研究基礎演習」 
（保育教育学科 3 年秋学期必修 2 単位 3 名履修） 
 






4 時間」、「対人援助演習：5 時間」、「食育体験：4 時間」、「遊び体験：3 時間」、






















 Forms により、前回の授業の小テストを実施した。出題数は 10 問で、
解答可能な時間を授業開始 5 分後からの 20 分間に限定した。 
③動画視聴 
受講学生に対して、パワーポイントを使用して作成した 10～20 分間の
動画 3 本程度を授業時間内に視聴することを求めた。 
④復習テストもしくは感想 
動画視聴後、科目③に関しては、動画視聴で学んだ内容に関する復習
テスト（10～15 問程度）を Forms で実施した。科目④、⑤に関しては、
感想・質問・意見を Forms で提出させた。いずれも授業時間内に提出で
























（保育教育学科 3 年春学期選択 1 単位 31 名履修） 
科目②「乳児保育」 
















































































































（保育教育学科 3 年春学期選択 2 単位 34 名履修） 
科目②「保育実習Ⅱ（保育所）指導」 
（保育教育学科 3 年春学期選択 1 単位 29 名履修） 
 








[1] 配付資料を A3 サイズ（横）で作成し、紙の両面に印刷する。 
[2] 配付資料の補助として、スライド資料を利用する。 
[3] DVD・Blu-ray Disc・カメラで撮影した動画等の映像資料も利用する。 
 このように、A3 サイズの紙の資料を中心に据え、スライド資料一辺倒にな
らないよう意図的に様々な手段を取り入れた授業スタイルを作ってきた。しか




を 2 枚並べて A3 サイズで出力することは基本的にしておらず、最初から原稿
サイズを A3 サイズに設定し、主に Adobe InDesign で作成することで、時には
用紙の左右を貫通するレイアウトも採用している。そのため、A3 サイズの資
料を A4 サイズで再構成し直す作業は、思っていた以上に厄介であった。 









































Macintosh 用と Windows 用との互換性が低かったことから、大学院生時代よ
りほとんど使っていない。複数の OS で資料を利用することになった時は、
今でも Keynote から PDF に変換している。個人的には、タブ切り替え式の







（保育教育学科 2 年春学期必修 2 単位 43 名履修） 
 
 
山 田 洋 平 
 
1．オンデマンド型のオンライン授業の取組 




材は，毎回 15 分前後の動画を 4 本程度準備した。なお，動画教材は，
PowerPoint（Microsoft 社）のナレーションおよびビデオ作成機能を活用し
















標準的なオンデマンド授業（図 1 の授業形式 A）だけでは，授業時間のほ
とんどが動画視聴となり，授業のマンネリ化が懸念された。そこで一部の授
業では，授業前半部にオンライン上でのグループ活動を実施し，後半部に動




図 1 本授業での 2 種類の授業形式 
 
2）動画の視聴時間の調整 







































































































































（地域文化学科 1 年春学期選択 2 単位 57 名履修） 
科目②「近代文学Ⅰ（郷土文学）」 
（地域文化学科 2 年春学期選択 2 単位 39 名履修） 
科目③「日本文学史Ⅱ（近代）」 
（地域文化学科 2 年秋学期日本文化コース必修 2 単位 55 名履修） 
科目④「近代文学Ⅳ（絵本と童話）」 
（地域文化学科 3 年春学期選択 2 単位 44 名履修） 
科目⑤「近代文学演習Ⅰ」 
（地域文化学科 3 年春学期選択 2 単位 35 名履修） 
 









Teams でつないで研究室のパソコンから学生に届ける 1 年だった。その際、




















































































































 グループによっては学生自ら Forms を使ってアンケートを実施するなど学



















































（地域文化学科 1 年春学期必修 2 単位 77 名履修） 
科目②「観光と地域資源」 






1．  Teams 授業初日までの準備 

















②  学生への周知  
初めの心配は、授業初日の時間内に 70 名以上の学生が該当チームの「会
議」に参加できるのか、という初歩的なものだった。 
授業初日の 4 日前。1 年生全員宛に、遠隔授業の注意点やトラブル発生時
                                                     
1 授業開始が 4/7 から 4/21 に変更。  





































                                                     









（地域文化学科 2 年春学期選択 2 単位 7 名履修） 
科目②「地域文化入門」 
（地域文化学科 1 年春学期必修 1 単位 77 名履修） 
科目③「地域文化プロジェクトⅠ」 
(地域文化学科 3 年生通年必修 3 単位 73 名履修 ゼミ生 4 名) 
科目④「近代文学Ⅲ(評論)」 
（地域文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 22 名履修） 
科目⑤「スタートアップセミナーⅠ・Ⅱ」 
(地域文化学科 1 年生通年必修 4 単位 77 名履修 ゼミ生 10 名) 
 


















1）Class Notebook の活用 






















































































（地域文化学科 1 年秋学期選択 2 単位 46 名履修） 
科目②「情報資源組織論」 
（地域文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 34 名履修） 
科目③「情報メディアの活用」 
（地域文化学科 3 年秋学期選択 2 単位 38 名履修） 
 
小 南 理 恵 
 
1．はじめに 





修の必要な科目であり、保育教育学科 3 年生も履修対象である。 
 
2．授業の流れ 
 これら 3 科目の授業は、15 回全てを Teams による遠隔授業とした。研究室
の PC から PowerPoint のスライドを共有し、リアルタイムで講義を行った。































































































（地域文化学科、1 年、春学期、必修、単位 2、履修者数 10） 
科目②「スタートアップセミナーⅡ」 
（地域文化学科、1 年、秋学期、必修、単位 2、履修者数 10） 
科目③「現代教職論」 
（地域文化学科、1 年、秋学期、必修、単位 2、履修者数 30） 
科目④「現代教職論」 
（健康栄養学科、1 年、秋学期、必修、単位 2、履修者数 12） 
科目⑤「教育原理」 
（健康栄養学科、2 年、秋学期、必修、単位 2、履修者数 8） 
 
小 柳 正 司 
 
はじめに 
 私は Teams 初体験だった。前任校では 200 人を超える大人数授業をこなす
ため、出欠確認、資料配布、レポートの課題提示と受理、評価とコメント、成









































































 このほか、春学期には地域文化学科 2 年生 8 名の現代教職論と教育原理を
オンライン（パワーポイントを使った動画）でおこなった。この学年の教職課
程履修者は自覚的に学ぶ態度に欠ける者が 1 年生、3 年生に比べて目立つ。こ
れらの学生はオンライン授業には不向きな学生といってよいだろう。 













（地域文化学科、１年、春学期、必修、２単位、履修者数： 76 人） 
科目②「ジェンダーと文化」 





 （総合文化学科、１年、春学期、選択、２単位、履修者： 20 人） 
科目⑤「アジア文化論Ⅰ（東南アジア）」 
（地域文化学科、２年、秋学期、選択、２単位、履修者数： 27 人） 
科目⑥「多文化共生論」 







































































































（地域文化学科 3 年春学期選択 2 単位 22 名履修） 
 


















 春学期は、5 月 1 日から 10 日まで図書館が閉鎖され、その後も時間制限等
があり、学生たちが課題を調べることが難しくなってしまった。 






















































（地域文化学科 1 年秋学期選択 2 単位 48 名履修） 
科目②「まちづくりと協働」 
（地域文化学科 1 年秋学期選択 2 単位 44 名履修） 
科目③「観光まちづくり演習」 
（地域文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 17 名履修） 
 
竹 田 茉 耶 
 
1．はじめに  
 本稿では、コラボレーションプラットフォームとしての Teams を活用した
授業を振り返る。 



































































































科目①「しまねのまちづくり」   
（地域文化学科 1-2 年集中選択 2 単位 35 名履修） 
科目②「日本文化論Ⅰ（居住文化）」 
（地域文化学科 2 年春学期選択 2 単位 10 名履修） 
科目③「地域文化論Ⅳ（地域資源）」 
（地域文化学科 1 年秋学期選択 2 単位 42 名履修） 
科目④⑤「スタートアップセミナーⅠ及びⅡ（藤居ゼミ）」  
（地域文化学科 1 年春・秋学期必修各 1 単位 9 名履修） 
 

































































































（地域文化学科 1 年春学期選択１単位 4 名履修） 
科目②「アジアの歴史(東南アジア)」 
（地域文化学科 2 年春学期国際文化コース必修 2 単位 55 名履修） 
科目③「タイ語」 
（地域文化学科 1 年秋学期選択１単位 4 名履修） 
科目④「多文化共生論」 
（地域文化学科 3 年秋学期選択 2 単位 57 名履修） 
科目⑤「地域文化プロジェクトⅠ」 
（地域文化学科 3 年通年必修 3 単位 4 名履修） 
 





対面授業は、秋学期の科目③および⑤(履修者はそれぞれ 4 名)で実施した。 
 昨年度末、春学期の授業を 4 月 21 日からオンラインで行うとした本学の決

































































































（地域文化学科 2 年春学期選択 2 単位 56 名履修） 
科目②「イギリスの文学と文化Ⅱ」 
（地域文化学科 3 年春学期選択 2 単位 25 名履修） 
科目③「パラグラフ・ライティング」 
（地域文化学科 2 年春学期選択 1 単位 7 名履修） 
科目④「イギリスの文学と文化Ⅰ」 
（地域文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 31 名履修） 
科目⑤「総合英語Ⅲ（リーディング）」 
（地域文化学科 1 年秋学期選択 1 単位 21 名履修） 
科目⑥「地域文化入門」 
（地域文化学科 1 年春学期必修 2 単位 77 名履修） 
 
 






域文化学科各教員が担当するオムニバス授業で、1～2 名の教員で 1 回の授業を担




2. PC 端末とアプリケーションの操作 
先ず遠隔授業実施にあたって直面しなければならなかったのは、当然ながら全く
























































































（地域文化学科３年秋学期選択 2 単位 29 名履修） 
科目②「古典文学演習Ⅰ」 
（地域文化学科 2 年秋学期選択 2 単位 12 名履修） 
 















９～15 回目：リアルタイム 60 分（学生の演習発表） 












































































































































春学期の授業を基本的には Microsoft Teams を使って行うことが決まり、
教員向けの研修が行われた。その時点で学科内の教員には、授業で Teams を
使った実績のある教員はいなかった。キャンパス内で教員向けの Teams 利用
研修が行われたのが 4 月 10 日（金）、総合文化学科として 1 年生に遠隔授業





「ちょっと不安 42％」「はらへった 11％」である。回答総数は 26 で、そ
の場にいても回答できなかった者が多くいたことがうかがわれる。2 年生に




















































































・プレゼンテーションの閲覧表示（Comment Screen の活用） 
















ンケート調査結果から抜粋，調査時期 2020 年 4 月，2021 年 2 月末） 
本学では，すでに学生一人一人に Microsoft のアカウントが配布されてい
たので，他大学に比べて Teams の活用はスムーズに行われた方であろう。し





 そのような中でも，1 年間を通じて学生の遠隔授業の満足度（2 月末時点，







































































































































                       短期大学部長 梶谷朱美 


























が与えられる」。この言葉は、2020 年の NHK 朝ドラ「エール」のモデルとなり、
昭和の戦時を生き抜いた作曲家「古関裕而（1909 年-1989 年）」の台詞である。 
本学の強みである「近い繋がり」から、コロナ禍において新たな取組が生ま
れ、教職員はどのような変化にも対応できる自信が深まったのではなかろうか。
この難局を乗り越えた先に、本学の独創的な研究や斬新な教育方法がより一層 
展開される未来が見える。 
最後に、教職員の皆さまの真摯な取組に敬服するとともに、これまでにない 
ご苦労やご負担をおかけしたことを想い心より感謝するものである。 
